
県有地
（グランシップ）

３．６０ha

「文化力の拠点」の整備を見込む東静岡駅南口県有地の概要

JR東静岡駅

ネオステージ【11階建ﾏﾝｼｮﾝ】

県有地
（文化力の拠点）

２．４３ha

市有地
２．５３ha

マツダ【自販】

静岡トヨタ【自販】
オサダ【服飾】A=4,414㎡

NTTドコモ【事務所】A=4,025㎡

清水銀行

総合警備保障【事務所】A=3,306㎡

三菱地所㈱
MARK IS（マークイズ）

25.4.12開業

東静岡地区
新都市拠点整備区域

市立急病センター

青山
【服飾】

マークス・ザ・タワー東静岡【28階建ﾏﾝｼｮﾝ】
静岡銀行、聖隷健康サポートセンター

Dグラフォート
【14階建ﾏﾝｼｮﾝ】

東海リハビリ
専門学校

ジョナサン（レストラン）

ラ・セーヌ東静岡【13階建ﾏﾝｼｮﾝ】

ろうきん

倉庫

工場
農地

店舗・事務所

マンション７階以上

マンション６階以下
低層集合住宅アパート等

戸建住宅

市・県有地（核施設）

公共用地（道路除き）
プレミスト東静岡ステーションティアラ
【ﾏﾝｼｮﾝ】大和ハウス　住宅１６７戸１４階

～25．4完成

平成26年1月撮影（静岡市）

マークス・アネシスタワー【28階ﾏﾝｼｮﾝ】
静鉄不動産　住宅190戸（他店舗2戸）

～２６．３完成

ル・シェモア東静岡【14階ﾏﾝｼｮﾝ】
セキスイハイム　住宅７８戸（他店舗2戸）

～25．2完成

サーパス東静岡柚木【ﾏﾝｼｮﾝ】
穴吹工務店　住宅６５戸店舗１戸１４階

～２５．８完成

タワー･ザ・ファースト【26階建ﾏﾝｼｮﾝ】

メゾン・ヴァンベール東静岡
【ﾏﾝｼｮﾝ】アイワ不動産　住宅４８戸１３階

～26．9完成

プレミスト東静岡南口
【ﾏﾝｼｮﾝ】大和ハウス

住宅３９戸１４階

サーパスタワー
【２０階建ﾏﾝｼｮﾝ】

プレミスト東静岡南口Ⅱ
【ﾏﾝｼｮﾝ】大和ハウス

住宅８３戸１５階　～27.9完成（予定）

事務所付共同住宅
【ﾏﾝｼｮﾝ】大和ハウス　住宅40戸９階

～26．8完成

市有地
0.72ha

公園

公園
公園

調整池

調整池

１

「文化力の拠点」の
整備を見込む県有地

資料３

古代東海道遺構



 

１ 東静岡地区全体の土地利用計画 

平成元年度から２年度にかけ、「新都市拠点整備事業総合整備計画（マスタープラン）」を策定 

３ 古代東海道遺構について 

●古代東海道遺構の検出について 

 平成６年度から７年度にかけて、グランシップの敷地等を対象に実施された埋蔵文化財発掘調査

において、調査区の北側を延長約３５０ｍにわたって平行する溝状遺構が検出された。 
ゾーン区分 面積(ha) 土地所有者 利用計画 これは、奈良時代から平安時代前期に使われた古代東海道の道路遺構の側溝であると考えられる。 

3.5 県 県民国際プラザ（※H10 グランシップ開館） 道路遺構の規模は側溝の心々距離で表される。今回検出された道路遺構の側溝間距離は約 12～13

ｍで、東に向かって広がる傾向がある。 情報センター 
2.4 県 

 

２ 「文化力の拠点」の整備を見込む駅南口県有地の概要 

  【面積・現況】 

   ・約 24,300 ㎡（東西約 230ｍ、南北約 120ｍ） 

   ・現状はグランシップ駐車場として暫定利用 

  【用途地域等】 

    ・商業地域（容積率 500％、建ぺい率 80％）に指定 

   ・防火地域に指定 

  【地区計画（核施設ゾーン）】 

土地利用の方針 ・文化・交流施設、高度情報施設等の集積を図り、地区の中心的存在

とする一方、新都市形成の先導的役割を担う街区として土地利用を

図る。 

建築物の用途の

制限 

・用途地域（商業地域）による用途制限に加え、（1）キャバレー、ナ

イトクラブ、個室付浴場等、（2）マージャン屋、パチンコ屋、カラ

オケボックス等、（3）戸建て住宅、共同住宅及び併用住宅、（4）工

場、（5）倉庫は建築できない。 

容積率の最高限

度 

・容積率の最高限度は 500％（劇場、映画館、演芸場又は観覧場は 300％）

※総合設計制度を利用して、さらに高容積の建物が建築可能 

建築物の敷地面

積の最低限度 

・建築物の敷地面積の最低限度は 1,000 ㎡ 

建築物の高さの

最低限度 

・建築物の高さの最低限度は９ｍ 

壁面の位置の制

限 

・建築物の外壁、柱、塀等は、街区東側及び南側道路境界から３ｍ以

上、街区北側道路境界から２ｍ以上後退 

建築物の形態又

は意匠の制限 

・建築物の外壁・屋根等の色彩は、原色を避け、周辺環境に配慮した

落ち着きのある色調 

・屋外広告物や植栽方法等は、地区全体の都市景観を損ねないよう十

分配慮 

・東静岡南口駅前通線、東静岡北口駅前通線及び東静岡中央線に面す

る店舗等の１階部分のシャッターは透視可能なもの 

【その他】 

   ・駐車場の附置義務（床面積に応じた駐車施設の附置が必要） 

 

側溝は本来のものはそのほとんどを失っているため、残された部分から類推すると丸底の半円形

断面を呈する幅３ｍ程度のものが想定される。路面上部を失していることから定かではないが、路

幅については約９ｍと考えられる。 

（出典 曲金北遺跡 「発掘調査報告書」） 

グランシップ芝生広場部分の古代東海道遺構については、埋め戻し保存(現状保存)が行われてい

る。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●古代東海道遺構への対応について 

 「文化力の拠点」の整備を見込む県有地についても、隣接地における発掘調査の結果から、保存

を要する古代東海道遺構が検出されることが確実である。 

 このことから、古代東海道遺構を含む県有地北側部分は、広場等での利用を想定している。 

 平成 26 年度に取りまとめた基本構想では、古代東海道を活かした水、緑が溢れるオープンスペー

スとして活用すると位置付けられている。 

 

（※「文化力の拠点」の整備を検討） 核施設ゾーン 

多目的アリーナ 
3.6 静岡市 

（※現在、静岡市が活用を検討中） 
商業ゾーン 3.2 民間 地域サービス店舗 
地区再整備ゾーン 22.7 民間 業務施設、商業施設 
都市型住宅ゾーン 3.5 民間 都市型住宅 
文教地区 1.3 県 静岡盲学校 
公共用地・鉄道用地 46.5 市・JR 道路、河川、公園、鉄道 

合計 86.7   平成６～７年度実施の発掘調査で古代東海道遺構を検出 

① ② 

（埋蔵文化財発掘調査区域） ＜「文化力の拠点」の整備を

見込む県有地 約2.4ha＞ ＜グランシップ敷地＞ 

路面幅 ９ｍ

道路幅 １２～１３ｍ

路面幅 ９ｍ

道路幅 １２～１３ｍ

 

＜撮影箇所①＞ ＜撮影箇所②＞ 

２ 
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